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レ
ス
リ
ー
・
Ｔ
・
チ
ャ
ン 

著 

栗
原
泉 

訳
　
伊
藤
正 

解
説

現
代
中
国
女
工
哀
史

〈
白
水
社
、
二
〇
一
〇
年
二
月
、
四
五
八
頁
〉

　
白
水
社
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
フ
ラ
ン
ス
語
関

連
で
知
ら
れ
て
い
た
出
版
社
で
あ
る
が
、
近

年
中
国
関
連
の
辞
書
や
書
籍
を
刊
行
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
ク
セ
ジ
ュ
文
庫

の
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
雰
囲
気
を
日
本

に
伝
え
る
出
版
社
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

か
っ
た
。
そ
し
て
、
時
流
に
お
も
ね
る
よ
う

な
本
は
な
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
と
こ

ろ
で
、『
女
工
哀
史
』
と
い
え
ば
細
井
和
喜

蔵
の
名
高
い
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で
あ
り
、
自

己
の
観
察
に
基
づ
い
て
産
業
革
命
期
日
本
の

過
酷
な
労
働
実
態
を
告
発
し
た
名
著
で
あ

る
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
本
書
の
タ
イ
ト
ル
を

見
れ
ば
、
原
書
の
“Factory G

irls

”
の
訳

語
と
し
て
ど
う
し
て
も
違
和
感
を
感
じ
た
。

　
内
容
は
、「
改
革
開
放
」
政
策
以
後
、
急

激
に
拡
大
し
た
中
国
経
済
の
象
徴
の
一
つ
で

あ
る
東
莞
に
働
く
農
村
か
ら
の
出
稼
ぎ
女
性

労
働
者
と
そ
の
友
人
家
族
、
か
れ
ら
の
関
係

の
希
薄
さ
、
拝
金
主
義
の
横
行
、「
ニ
セ
も

の
」
製
造
の
現
場
、
は
び
こ
る
売
春
、
過
酷

な
労
働
と
生
活
の
実
態
。
だ
が
、
そ
れ
に
加

え
て
重
要
な
の
は
著
者
レ
ス
リ
ー
・
チ
ャ
ン

の
一
族
の
物
語
が
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
で
あ

る
。
清
朝
末
期
に
生
ま
れ
、
民
国
で
成
長

し
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
鉱
山
技
師
と
し

て
国
民
政
府
の
元
で
活
動
し
、
進
歩
的
な
活

動
を
し
た
も
の
の
、
共
産
党
に
殺
害
さ
れ
た

彼
女
の
祖
父
、
反
右
派
闘
争
か
ら
文
化
大
革

命
と
い
う
、
全
体
主
義
国
家
中
華
人
民
共
和

国
の
暗
黒
の
歴
史
に
翻
弄
さ
れ
た
一
族
の
物

語
が
挿
入
さ
れ
る
。
邦
訳
タ
イ
ト
ル
か
ら
は

読
み
取
れ
な
い
、
そ
し
て
読
み
取
れ
な
い
部

分
に
こ
そ
本
書
の
真
価
が
あ
る
。
本
書
は
第

一
部
「
都
市
」、
第
二
部
「
村
」
に
分
け
ら

れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
東
莞
で
の
「
工

女
」
の
歴
史
と
、
彼
女
の
一
族
の
歴
史
と
が

交
錯
し
て
い
る
。

　
著
者
の
家
族
史
研
究
の
観
点
か
ら
、
彼
女

の
一
族
の
歴
史
も
、
ま
た
「
工
女
」
た
ち
の

歴
史
も
整
理
さ
れ
て
い
る
。
両
者
は
無
関
係

に
見
え
て
、
現
代
中
国
の
混
沌
の
な
か
で
通

底
す
る
。

　
な
お
、
あ
ら
探
し
風
で
恐
縮
だ
が
「
ぴ
ち

ぴ
ち
の
ミ
ス

0

0

カ
ー
ト
」（
一
九
五
頁
）
や

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
五
番
外0

四
五
〇
番
地
」

（
三
一
〇
頁
）
と
い
っ
た
、
単
純
な
校
正
ミ

ス
が
散
見
さ
れ
、
著
者
の
親
族
張
宏
に
つ
い

て
「
三
年
後
に
母
は
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
」

（
三
五
二
頁
）
の
に
、「
両
親
は
生
き
残
っ

た
」（
三
五
五
頁
）
と
近
い
ペ
ー
ジ
で
矛
盾

が
あ
る
な
ど
、
編
集
や
校
正
の
ミ
ス
が
目
立

つ
。
ま
た
、
唐
詩
の
原
典
探
し
の
手
間
を
か

け
ず
に
、
英
文
か
ら
重
訳
（
二
九
八
頁
）
し

た
り
、「
東
方
紅
」(

一
三
七
頁
、
一
八
二

頁
な
ど
）
で
定
訳
を
も
ち
い
な
か
っ
た
理
由

も
不
明
で
あ
る
。
せ
っ
か
く
の
原
書
の
意
義

と
、
訳
出
の
労
苦
と
が
画
竜
点
睛
を
欠
き
、

九
仞
の
功
を
一
簣
に
欠
く
結
果
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
し
か
し
何
よ

り
、
出
版
社
と
し
て
の
白
水
社
の
品
位
を
疑

わ
せ
る
よ
う
な
、
い
か
に
も
売
ら
ん
か
な

の
、
内
容
を
必
ず
し
も
正
確
に
表
現
し
な
い

タ
イ
ト
ル
に
は
失
望
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。

 

（
三
好 

章
）


